
      

①
新
風 

②
赤
見
町
３
２
５
６ 

③(

25)

０
２
３
３ 

④
人
口
減
少
、
世
帯
数
増
加
、
核
家

族
化
が
進
行
し
、
少
子
高
齢
社
会
を

迎
え
、
子
育
て
支
援
整
備
の
推
進
と

し
て
待
機
児
童
の
解
消
を
目
指
す
と

と
も
に
、
高
質
な
雇
用
の
創
出
環
境

づ
く
り
、
そ
し
て
、
世
界
一
の
長
寿

国
と
な
っ
た
超
高
齢
社
会
の
充
実
を

目
指
し
、
明
る
く
豊
か
で
健
や
か
な

超
高
齢
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
生

き
が
い
づ
く
り
、
遊
び
場
づ
く
り
、

ふ
れ
あ
い
の
場
づ
く
り
、
健
康
寿
命

延
伸
の
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。 

  

      

①
蒼
生
会 

②
閑
馬
町
１
６
６
９ 

③(

65)

０
３
１
０ 

④
佐
野
市
の
産
業
振
興
、
特
に
中
山

間
地
域
の
再
興
を
働
き
か
け
〝
も
う

一
度
稼
げ
る
地
域
〟
農
山
村
復
興
に

対
し
て
建
設
的
な
提
案
・
提
言
を
し

て
ま
い
り
ま
す
。 

 
中
山
間
地
域
の
豊
か
な
自
然
と
食

文
化
を
最
大
限
に
活
用
し
、
地
方
を

活
性
化
さ
せ
る
こ
と
こ
そ
、
地
方
創

生
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
り
、
我
々
議
員

の
使
命
で
も
あ
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
国
、
県
、
市
と
連
携
し
て

減
災
対
策
に
取
り
組
み
、
危
険
箇
所

の
早
期
改
善
を
行
う
こ
と
で
市
民
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
ま
す
。 

 

      

①
蒼
生
会 

②
越
名
町
３
１
３ 

③(

87)

４
１
１
５ 

④
新
し
い
年
と
地
域
環
境
に
合
っ
た

施
策
目
標
と
し
て
、
国
道

50
号
線
沿

線
開
発
の
促
進
と
市
内
主
要
幹
線
道

路
と
の
連
結
強
化
を
図
り
、
渡
良
瀬

川
架
橋
を
具
現
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、

交
流
人
口
の
増
加
や
災
害
時
の
緊
急

輸
送
路
・
避
難
道
路
と
し
て
の
活
用

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
近
年
の
集
中

豪
雨
等
の
異
常
気
象
に
も
対
応
で
き

る
一
級
河
川
及
び
準
用
河
川
の
整
備

強
化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
更
に
、

特
別
支
援
学
校
に
通
う
子
ど
も
達
の

た
め
に
旧
船
津
川
小
学
校
等
、
閉
校

後
の
跡
地
有
効
利
用
を
提
案
致
し
ま

す
。 
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